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Ahstract 
The present study was designed to assess the re1ation between self-
esteem and adjustment pattern in student life as measured by question 
naire. Subj巴ctswere 232 freshmen and 179 juniors at Muroran Institute 
of Techno1ogy. The self -esteem of the studen ts were measured by 
Rosenberg's self-esteem sca1e. In the freshmen group， 32 high scorers 
were se1ected as high self-esteem (H-SE) group and 37 low scorers as 
low self-esteem (L-SE) group. And a1so in the juniors， 31 high scorers 
and 34 low scorers wer巴 selected. The responses on each item of the 
questionnaire about adjustment in student life were compared between 
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である。近年，自尊感情の測定に関して，質問紙法 (Coopersmith(1959) 21， 
Rosenberg (1965)31)， 投影的方法 (Zilleret al (1969)4) )，SD法(意味微分法)
によるもの (Lyell(1973)51， Rathus (1973)61)など種々の方法が考案されてき


















( 2 ) 






は全学科， 2， 3， 4年目は特定6学科の学生を対象l乙行なわれたが，こ乙で
は第一部 1年目 232名および3年目 179名の資料にもとづく結果を報告する。
2. 測定項目
(1 ) 自尊感情尺度
Rosenberg (1965)3)によって作成された self-esteemscaleを星野 (1970)12) 
が邦訳したものを使用した。乙の尺度は， 10項目から成り，各項目は 4段階で
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図-1 自尊感情尺度の得点、分布 1年目一
( 4 ) 
自尊感情 (self-esteem)と学生生活への適応lζ関する一考察 477 
Eこ乙では，平均値+1標準偏差以上の者を自尊感情の高い群(得点 31.29以
上。以下 H~SE 群と呼ぶ)，平均値 l標準偏差以下の者を自尊感情の低い
群(得点21.07 以下。以下 L~SE 群と呼ぶ)とする。結果は表 lのように








































図 2 自尊感情尺度の得点分布 3年白一
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1年目の H-SE群では L← SE群におけるよりも有意に適性群 (1どちらか
といえば適しているJ.1適しているJ)が多く，非適性群 (1どちらかといえば
適していないJ.1適していないJ)が少ない (x2 =14. 09， df=2， P<.Ol)。
( 6 ) 










































( 7 ) 
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1 年目学生についてみると，勉学意欲がさが vっているという回答は H~SE
群よりも L--SE群において多いという傾向がうかがえるが，有意差は認めら
れない (x2=4.04， df=2)。
3 年目の L~SE 群では， H~SE 群におけるよりも有意に勉学意欲のさがっ



































( 8 ) 












識・技術を身lζつけることJ(t=2. 86， df=62， P<.Ol)， r自由な時聞をエンジ













「真の友人をつくることJ(t=2. 46， df=67， P<.05)， r学校の勉強以外に自主
的な勉強をする乙とJ(t=2. 15， df=58， P<.05)， rクラス活動J(t=2. 25， df 
=67， P<.05)の充足度において.H-SE群よりも有意に低い水準を示してい
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































つけるととj(t=4. 51， df=63， P<.Ol)， r自由な時聞をエンジョイすることj
(t=3. 44， df=63， Pく.01)，r異性の友人を得ること，恋愛j(t=3. 27， df=55， 
P<:Ol)， r政治・社会・経済などの問題に対して視野を広げ，理解を深める乙






前項の期待度においては l年目と 3年目の水準の差はあま り認められなかっ
たが，充足度では両学年間で差の大きい項目がかなり存在する。「教官との人
間的なふれあいをもっ乙とj，r政治・社会・経済などの問題に対して視野を広







は， 3年目 L-SE群が1年目 H-SE，L-SE群とほぼ閉じ水準にとどまっ
ているのに対し， 3年目 H-SE群の充足度が有意な上昇を示している。乙れ
らの側面での充足には自尊感情の高い乙とがより強く関係するといえよう。
乙のほか， r自由な時聞をエン ジョイする乙と」では， 1年目 L-SE群と
3年目 L-SE群の充足度が同水準であるのに， 1， 3年目の H-SE群はそ
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